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紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     

近藤多伸君提出の学位論文「Blind source separation with the low computational costs for 

the mobile and portable speech equipment（小型音声処理装置のための低演算量で実現可

能な音声音源分離に関する研究）」は、独立成分分析に基づくブラインド音源分離を、スマ

ートフォンや机上設置可能な装置上で動作する音響システムに応用するために、精度を維持

しつつ信号処理量を削減する研究をまとめたものである。 

 第１章は序論であり研究論文の目的と論文の章構成をまとめている。第２章では研究の背

景を述べている。すなわち、周波数領域の独立成分分析アルゴリズム（FDICA）の研究を概

観し、そのアルゴリズムを実行するために必要となる演算量を、「マイクロホン数」「帯域幅」

あるいは「反復処理回数」といった信号分析条件との関係から、分析整理している。 

 第３章では、スマートフォン上へ音源分離処理を実装することを想定し、処理周波数帯域

を間引くことで計算量を削減する方法を、２マイク入力に限定して検討している。本章では

２つの新しい提案がなされている。第１の提案は、「２つのマイクロホン間の空間的な相関

行列を周波数帯域毎に求め、その性質を基準にして、分離行列の推定処理帯域を決定する」

という着想であり、第２の提案は「推定処理を行わない周波数帯域は、ウイナーフィルター

により分離処理を行う」という着想である。提案法は想定する環境下において実験的に検証

され、２～３dB 程度の歪の増加で、従来の標準的なアルゴリズムの計算量を 20%にまで削

減できることを確認した。 

 第４章では、机上設置される比較的大型の会議システムを想定し、マイクロホン数を限定

しない条件下で、計算量を削減する方法を議論している。実装の一例として、60本のマイク

ロホンを用いた正 12 面体受音系を取り上げ、実験的解析に基づき、３章で扱った音響シス

テムと比べて、マイクロホン信号間の相関がより高いため、その冗長性を取り除くこと（す

なわちマイクロホンの本数を仮想的に削減すること）が課題であることを指摘している。そ

の上で、主成分分析を行った後に、振幅二乗コヒーレンス値を基準として処理周波数帯域を

間引く方法を新たに提案している。提案法は実験的に検証され、１dB 以内の歪の増加で、

従来の標準的なアルゴリズムの計算量を 10%以内に削減できることを確認した。 

第５章では、３章と４章で得られた知見を「実装対象とする音響システムが想定する計算

環境」、「目標とする音源分離性能」の２つの観点から比較しつつ統合的に議論するとともに、

残された課題を明らかにしている。第６章は全体をまとめている。 

以上、近藤多伸君提出の学位論文は、ブラインド音源分離技術を工業製品として提供する

ために必要なアルゴリズムの効率化方法を組織的に提示しており、学術上・産業上寄与する

ところが大きく、学位論文として相応しい内容である。よって本審査委員会は、論文提出者

である近藤多伸君が博士（情報科学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと判定

した。 

 


